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「すべての人の参加と行動が不可欠」－橋本龍太郎運営委員会会長 

閣僚級国際会議との連携について議論が本格化 
 

11 月 22 日から 24 日にかけ、国立京都国際会館にて第 3 回世界水フォーラムに向けたコーディネー

ター・分科会主催者会議が開催されました。今回の会議は、フォーラムで中心的な役割を担うコーディ

ネーターや各分科会主催者などが一堂に会し、フォーラム全体の枠組みや、テーマ・地域の分科会運営

にかかる事項などについて議論を行うとともに、フォーラムの詳細プログラム（時間割）について最終

調整を行うことを目的として開催されたものです。22 日のコーディネーター会議には 21 ヶ国から 128
名が、23 日の分科会主催者会議には 34 ヶ国から 307 名（コーディネーターを含む）が参加しました。

24 日に開催された「フォーラムと閣僚級国際会議の連携に関する会合」には、「閣僚級国際会議に関す

る非公式諮問会合」（翌 25 日に開催）の関係者を含めた 181 名が参加しました。 
 

フォーラム全体の枠組みについて 
フォーラム全体の枠組みについては、「分科会間の連携」「閣僚級国際会議との連携」「フォーラムか

ら発信するメッセージ」「分科会へのサポート」などに議論が集中しました。 
「分科会間の連携」については、分科会での取り組み状況（特に行動面）に関する情報共有や、主要

な参加者を分科会同士で共有することによる内容の充実など、分科会の内容をより高めるための方法な

どが提案、議論されました。 
また、「閣僚級国際会議との連携」については、閣僚級国際会議へ向けたアウトプットとして、水行

動報告書、各テーマ・地域毎の声明文、閣僚との対話などが整理され、フォーラムの成果を閣僚級国際

会議へ反映させるプロセスを更に具体化すること、閣僚との対話へむけた準備プロセスでは透明性を確

保することなどが確認されました。 
「フォーラムから発信するメッセージ」については、メッセージは短くかつわかりやすいものとし、

メディアと協力して世界へ発信すること、各テーマ、地域毎の行動と連携して広報にあたることなどが

確認されました。 
「分科会へのサポート」については、ＮＧＯや開発途上国の参加者のために登録料をもっと安くする

ことや、ＮＧＯに対する財政面や分科会準備への支援、多国語に対する通訳の実施などの要望が寄せら

れたほか、先住民やジェンダー、ユースなどの主要グループの参加促進などについても意見が述べられ

ました。 
 

フォーラム準備・分科会運営について 
フォーラム準備・分科会運営については、各会場で並行して行われている分科会の情報を共有し分科

会間の相互作用を増進すること、英語以外の言語へのサポート、空港から会場までの移動サポート、水

エキスポや「水のえん」への参加促進、などの要望が述べられました。 



 
フォーラムプログラムについて 
 フォーラムプログラムについて、テーマ毎にコーディネーター、分科会主催者、フォーラム事務局担

当者との最終調整が行われ、プログラム最終案がとりまとめられました。 
 
フォーラムと閣僚級国際会議の連携に関する会合 
また、24 日には、日本政府と共催で「フォーラムと閣僚級国際会議の連携に関する会合」が開催され

ました。 
会議の冒頭に行われた第3回世界水フォーラム運営委員会会長である橋本龍太郎元首相のご挨拶では、

今回の連携に関する会議への出席に対する感謝の意が示され、第 3 回世界水フォーラムがヨハネスブル

グサミットのフォローアップとして非常に重要であること、行動を実現するための会議であること、す

べての人の参加と行動が不可欠であることという強いメッセージが発せられました。 
また、会合の中では、フォーラムと閣僚級国際会議を結ぶ重要な要素である「世界水行動報告書」「テ

ーマ・地域からの声明文」「フォーラム参加者代表と閣僚との対話」についての議論が行われました。

特に、ブレーンストーミングセッションでは、フォーラム参加者と閣僚との対話について、参加者をど

う選ぶのか、言語、専門性などの相違を克服して効果的な対話を行うためにはどのように対話を進行し

ていくのか、対話を通じて得られた結果をどう発展させるのかなど、具体的な議論が展開されました。 
 

今後のスケジュール 
今後は、来年３月のフォーラム本番にむけ、12 月の国内運営委員会、組織委員会を経てフォーラムの

プログラムを最終決定し、１月 20 日を目処に各テーマ・地域の声明文の第一次案がとりまとめ公開さ

れ、討論されていく予定となっています。 
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